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村のデキゴト
Village News

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
i n
昭
和
村

９
月
９
日
（
日
）
に
、
公

益
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）

が
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

Ｊ
Ｏ
Ｃ
「
が
ん
ば
れ
！
ニ
ッ

ポ
ン
！
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
の
一
環
で
実
施
し
て
い
る

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
・
フ
ェ

ス
タ
in 

昭
和
村
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
︒

当
日
は
６
名
の
オ
リ
ン
ピ

ア
ン
が
昭
和
村
を
訪
れ
、
約

80
名
の
昭
和
村
民
と
、
手
つ

な
ぎ
鬼
や
大
玉
転
が
し
と

い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
交
流
を
図
り
ま
し
た
︒

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
に

行
わ
れ
た
Ｑ
＆
Ａ
や
ハ
イ

タ
ッ
チ
、
サ
イ
ン
会
で
は
憧

れ
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
に
質
問

し
た
り
、
実
際
の
メ
ダ
ル
に

触
れ
た
り
と
参
加
者
に
と
っ

て
貴
重
な
体
験
と
な
り
、
笑

顔
の
絶
え
な
い
１
日
に
な
り

ま
し
た
︒

フ
ェ
ス
タ
終
了
後
に
は
参

加
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
齋
藤
信

治
さ
ん
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
：

'08
北
京
出
場
）、
佐
藤
利
香

さ
ん
（
卓
球
：
'92
バ
ル
セ
ロ

ナ
出
場
、
'96
ア
ト
ラ
ン
タ
出

場
）
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
、
卓
球
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
︒
お
二
人
か
ら
の

直
接
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
に

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

技
術
向
上
に
励
み
ま
し
た
︒

保
育
所
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
開
催

9
月
8
日
に
、
保
育
所
親

子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
︒
雨
天
の
た

め
下
中
津
川
体
育
館
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
全

力
で
取
り
組
み
、
訪
れ
た
保

護
者
や
祖
父
母
に
元
気
い
っ

ぱ
い
な
姿
を
見
せ
て
い
ま
し

た
︒保

護
者
や
祖
父
母
も
子
ど

も
達
と
一
緒
に
体
を
動
か

し
、
工
夫
多
彩
の
楽
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
な

り
ま
し
た
︒

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
終
了

後
に
は
芋
煮
会
を
実
施
し
、

運
動
の
後
の
芋
煮
は
格
別

だ
っ
た
よ
う
で
、
た
く
さ
ん

お
か
わ
り
し
て
い
ま
し
た
︒

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
保

護
者
や
祖
父
母
と
過
ご
す
楽

し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
︒
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限られた財源を有効活用し、住民生活向上のため、多岐に渡り事業を実施していますが、そのうち各

費目ごとの主な支出の内容は、次のとおりとなっています。

総務費 4億4,149万円

◉ 会津計算センター負担金
◉ 昭和村南会津町生活バス

及び路線バス運行事業
◉ からむし織体験生・研修生事業
◉ 光ファイバ通信基盤設備運営経費
◉ 地域振興事業
◉ 交流・定住推進事業
◉ 新地方公会計システム導入委託料
◉ 県立川口高等学校桐径会補助金

3,464 万円

1,886 万円
1,318 万円
1,028 万円

411 万円
396 万円
270 万円
101 万円

農林水産業費 2億6,689万円

◉ 新規就農者就農促進住宅建設事業
◉ 中山間地域等直接支払事業補助金
◉ 担い手対策支援事業
◉ 森林環境交付金事業
◉ 農業委員会事業
◉ 新規農業者確保事業補助金
◉ 用排水路等小規模修繕事業補助金

5,605 万円
1,955 万円
1,424 万円

990 万円
524 万円
470 万円
305 万円

商工費 2億7,479万円

◉ 旧喰丸小学校改修工事費 
◉ 旧喰丸小学校改修工事監理業務委託
◉ からむし織の里指定管理料
◉ 観光施設管理事業（昭和の森等）

◉ イベント実施事業補助金
◉ からむし織の里商品券発行事業補助金

1 億 3,641 万円
1,004 万円
1,690 万円

963 万円
366 万円
327 万円

土木費 2億9,060万円

◉ 冬期道路確保事業
◉ 橋りょう点検業務委託
◉ 村道改良事業
◉ 移住定住促進住宅事業
◉ 村道測量設計等業務委託料

1 億 1,505 万円
2,949 万円
1,623 万円
1,622 万円

383 万円

消防費 2億4,112万円

◉ 防災行政無線デジタル化改修工事
◉ 会津若松地方広域市町村圏

 整備組合負担金
◉ 小型動力ポンプ積載車購入費
◉ 防災行政無線設備デジタル化

  改修工事監理業務委託料

1 億 5,411 万円

5,332 万円
988 万円

503 万円

教育費 1億4,067万円

◉ スクールバス運営管理業務事業
◉ 学校給食費
◉ 複式学級支援支援講師設置

1,295 万円
1,167 万円

657 万円

衛生費 1億1,323万円

◉ 会津若松地方広域市町村圏整備組合
 衛生費負担金

◉ 廃棄物処理事業
◉ 総合健診・がん検診
◉ 予防接種事業
◉ 乳児衛生用品支給事業
◉ 乳幼児・妊婦健康診査

825 万円
805 万円
467 万円
234 万円
172 万円

93 万円

民生費 3億6,070万円

◉ 昭和福祉会補助金
◉ 介護給付費及び訓練等給付費
◉ 昭和村社会福祉協議会活動事業補助金
◉ 児童手当
◉ 臨時福祉給付金等給付事業
◉ 家庭的保育事業
◉ 子育て支援医療費

4,184 万円
1,775 万円
1,032 万円

864 万円
763 万円
226 万円
165 万円

●主な事務事業費
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か
ら
む
し
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析

九
月
二
日
、
三
日
と
山
形
大

学
農
学
部
の
植
物
遺
伝
・
育
種

学
分
野
准
教
授
の
笹
沼
恒
男
先

生
（
宇
都
宮
市
生
）、
大
学
院

生
の
西
田
悠
希
さ
ん
（
富
山
県

魚
津
市
生
）、
山
形
県
大
江
町

藤
田
の
青
苧
復
活
夢
見
隊
代
表

の
村
上
弘
子
さ
ん
・
阿
部
敏
子

さ
ん
が
来
村
さ
れ
、
そ
の
調
査

に
同
行
し
ま
し
た
︒
翌
四
日
午

後
は
台
風
二
一
号
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
（
か
す
み
草

ハ
ウ
ス
骨
組
破
損
三
四
棟
・
ビ

ニ
ル
破
損
四
九
件
）︒

大
江
町
で
は
村
上
さ
ん
が
中

心
と
な
り
十
一
年
前
に
か
つ
て

の
特
産
品
で
あ
っ
た
か
ら
む
し

（
大
江
町
で
は
青
苧
（
あ
お
そ
）

と
呼
ぶ
）
の
栽
培
・
食
品
加
工

へ
の
開
発
を
は
じ
め
ま
し
た
︒

山
形
県
内
の
か
ら
む
し
栽
培

の
歴
史
の
調
査
の
た
め
、
江
戸

時
代
の
日
本
国
内
で
の
最
大
産

地
で
あ
る
最
上
苧（
も
が
み
そ
）

の
中
心
地
で
あ
っ
た
大
江
町
は

二
〇
一
四
年
四
月
九
日
に
は
じ

め
て
訪
ね
ま
し
た
︒
そ
の
後
、

大
江
町
内
の
各
集
落
の
か
ら
む

し
調
査
で
数
回
訪
問
し
て
い
ま

す
︒

初
回
訪
問
時
に
、
日
本
の
か

ら
む
し
栽
培
の
中
心
地
で
あ

り
、
米
沢
苧
や
会
津
苧
も
、
最

上
か
ら
根
を
移
入
し
た
と
い
う

江
戸
時
代
の
文
献
が
残
る
た

め
、「
で
は
最
上
苧
は
ど
こ
か

ら
来
た
の
か
？
」
を
調
べ
て
ほ

し
い
、
そ
の
た
め
に
は
Ｄ
Ｎ
Ａ

解
析
で
遺
伝
子
の
来
歴
を
調
べ

る
こ
と
で
判
明
す
る
の
で
は
な

い
か
？
と
い
う
提
案
を
し
ま
し

た
︒

  

村
上
さ
ん
ら
は
山
形
大
で
コ

ム
ギ
原
種
の
遺
伝
分
析
、
山
形

県
内
の
伝
統
作
物
の
ベ
ニ
バ
ナ

の
来
歴
の
分
析
を
さ
れ
た
笹
沼

先
生
に
、
二
〇
一
五
年
に
大
江

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
高

橋
（
現
・
米
澤
）
里
奈
さ
ん
が

大
江
町
の
青
苧
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析

が
で
き
な
い
か
？
と
照
会
︒
そ

の
後
、
大
江
町
教
育
委
員
会
が

予
算
付
け
し
二
〇
一
六
年
か
ら

調
査
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
︒

大
江
町
の
七
集
団（
集
落
別
︒

藤
田
・
小
見
・
小
見
二
の
栽
培

地
︒
小
釿
（
こ
じ
ゅ
う
な
）・

黒
森
・
中
の
畑
・
七
夕
畑
の
自

生
の
四
集
団
︒
各
五
～
十
個

体
）、
福
島
県
昭
和
村
の
二
個

体
、
新
潟
県
十
日
町
市
の
一
個

体
、
沖
縄
県
宮
古
島
の
二
個
体

の
葉
か
ら
抽
出
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

分
析
し
ま
し
た
︒

宮
古
島
と
十
日
町
市
の
個
体

は
集
団
レ
ベ
ル
で
は
大
江
町
と

大
き
な
違
い
は
無
く
、
大
江
町

の
小
釿
の
一
個
体
が
宮
古
島
の

カ
ラ
ム
シ
と
近
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
︒
昭
和
村
と
大
江
町
の

カ
ラ
ム
シ
は
同
一
起
源
で
あ
る

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
︒

大
江
町
の
集
落
別
の
な
か
で

は
、
複
数
の
タ
イ
プ
が
混
在
し

て
お
り
、
地
区
ご
と
に
区
別
で

き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
わ

か
り
ま
し
た
︒

今
後
、
た
く
さ
ん
の
サ
ン
プ

ル
を
集
め
て
分
析
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
︒

  

九
月
二
日
は
会
津
藩
が
最
初
に

か
ら
む
し
を
作
付
し
た
山
都
町

堰
沢
（
谷
野
新
田
・
千
咲
原
）、

三
島
町
滝
谷
・
柳
津
町
冑
中
・

南
会
津
町
（
旧
・
伊
南
村
）
の

青
柳
・
白
沢
・
内
川
の
自
生
個

体
群
を
採
取
し
ま
し
た
︒
二
日

夜
に
は
会
津
学
研
究
会
主
催
で

笹
沼
先
生
・
西
田
さ
ん
の
報
告

を
聞
き
ま
し
た
（
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
カ
フ
ェ
大
芦
家
於
）︒

三
日
は
、
昭
和
村
か
ら
む
し

生
産
技
術
保
存
会
事
務
局
の
舟

木
由
貴
子
さ
ん
、
村
か
ら
む
し

振
興
室
長
の
星
博
之
さ
ん
の
案

内
で
大
芦
地
区
の
栽
培
か
ら
む

し
を
四
群
（
約
四
〇
個
体
の
葉

サ
ン
プ
ル
）を
採
取
し
ま
し
た
︒

（
写
真
１
）
ま
た
小
野
川
大
乗

寺
前
の
自
生
種
、
大
岐
の
三
種

も
採
取
し
ま
し
た
︒

分
析
す
る
た
め
に
は
、
海
外

の
品
種
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
デ
ー
タ
が
必

要
な
の
で
、
か
ら
む
し
工
芸
博

物
館
の
「
世
界
の
苧
麻
園
」
か

ら
４
８
品
種
の
葉
を
採
取
し
ま

し
た
︒（
写
真
２
）

結
果
は
分
か
り
次
第
、
紹
介

し
ま
す
︒

■
八
月
二
七
日
、
明
治
大
学
文

学
部
教
授
（
学
芸
員
養
成
課

程
）
の
吉
田
優
先
生
（
河
東
村
、

旧
・
新
橋
村
生
ま
れ
）、
和
洋

女
子
大
学
人
文
学
部
日
本
文
学

文
化
学
科
助
教
の
小
野
真
嗣
先

生
（
茨
城
県
土
浦
市
生
ま
れ
）、

同
大
全
学
教
育
セ
ン
タ
ー
特
任

教
授
・
文
化
資
料
館
主
任
学
芸

員
の
加
藤
紫
識
先
生
（
民
俗

学
）、
同
学
芸
員
の
新
井
祥
子

さ
ん
、
文
化
人
類
学
の
真
家
和

生
先
生
（
大
妻
女
子
大
を
定
年

退
職
）
と
懇
談
し
ま
し
た
︒
喰

丸
の
近
世
文
書
の
整
理
作
業
で

来
村
さ
れ
ま
し
た
︒

こ
の
吉
田
先
生
に
よ
り
八
月

二
九
日
（
水
）
午
後
、
昭
和
村

公
民
館
研
修
室
で
「
古
文
書
座

談
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
︒

【連
載
】
新
史
料
紹
介

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
58
回
～

▲（写真１）直営畑で、葉の採取

▲（写真２）世界の苧麻園の葉採取
















